
 

 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～訓練の流れ～ 

高齢者等避難：高齢者など避難に時間を要する人が、早めの立退き避難又は屋内安全確保を促
すために発令 

避 難 指 示：災害が発生するおそれが高く、危険な場所からの立退き避難又は屋内安全確保 
を促すために発令 

各区の訓練会場において風水害に関する様々な体験型・実践型 
の訓練（土のう・水のう作成等）及び消防機関を中心とした実践的
な訓練（冠水時歩行やボート組み立て・搬送等）を実施 

別紙 1 

※高齢者等避難・避難指示の際にはサイレンが鳴ります 

本格的な大雨や台風シーズンを迎える前に、「名古屋市防災アプリ」や「なごやハザ
ードマップ・防災ガイドブック」、市民一人ひとりの避難行動計画を作成するための
「わが家のマイ・タイムライン」を活用し、災害への備えを確認してください。 

※訓練に参加できない方も※ 

避難行動の開始 

避難完了 

安全で確実な避難のために各種災害対応を一体的に実施 
 

区の職員、消防団による 
避難情報の広報 

区の職員、消防団、警察などによる 
避難誘導 

地域内での要配慮者の 
避難支援 

全市一斉情報伝達訓練 

一斉避難訓練 

住民参加型訓練及び水防活動訓練 

名古屋市公式 LINE や Yahoo!防災速報、同報無線、防災ラジオ、
市公式ウェブサイト、SNS、名古屋市防災アプリ等により、  

・午前８時３０分：高齢者等避難 
・午前９時００分：避難指示 を伝達 
 


